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１，はじめに  

寝屋川市立第十中学校区は，2003年度より，

文部科学省小中連携研究開発指定を受けてい

る．研究開発指定校は，理科・英語・情報を

中心として，小学校と中学校との交流を通し

て，すべての中で意欲的に取り組む児童や生

徒を育成していこうというものである。 

私は，3 年生の子ども達を見たところ，自

分の考えをうまく伝えることができないと感

じたため，この一年間で自分を表現させる力

をつけさせること，英語を特別な存在にしな

いためのユビキタス化を目標とした． 

２，１学期の英語学習の取り組み 

 本校では，すべての学年で総合的な学習

の時間を利用した英語の授業がある．最初

に取り組んだときは，私には英語の授業を

どのように取り組んでいけばよいのか全く

わからない状態であった． 

 そこで，私は英語の環境作りに取り組ん

だ．主要な具体例を以下に示す． 

* 日直が黒板に貼り付ける月，日，曜日

のラミネートカードに英語を記載 

* 音楽の時間でのe-time の取り組み 

* English Chart の利用 

 これらの活動を通して，教師が子ども達

と一緒に取り組むことで，私は自分だけで

なく子どもとともに英語を学んでいること

を実感した． 

しかし，英語の授業そのものは，私が主

導で授業を行うことができなかった． 

３，今後の課題 

1 学期の反省を踏まえて，私は英語専科の

教諭と相談しながら，英語専科主導の授業形

態から担任主導型の授業形態へとシフトして

いくための方策を考えた．1 学期に加えて，

具体的な取り組みを以下に示す． 

* 担任主導型の英語の授業 

* 朝の健康観察の完全英語化 

* ラミネート版での教室掲示 

* 音楽の時間を利用して歌を英語で歌う 

* 英語の絵本読み聞かせ 

特に英語の指導上，注意したところは，「 

聞く，話す」を重視するため，積極的に子ど

も達に活動や発表を行わしていることであ

る．子ども達同士が会話を行うことで，自然

に聞く，話すという活動を行うことを目的と

した． 

さらに読むことに関しては，すべての単語

カードにアルファベットを付けることで，子

ども達は自然に読んでいる．また一方書く方

に関してはプリントにローマ字で名前を書

くことにとどめた． 

 これらの活動を通して，特に，私達教師が

間違いを恐れず積極的に英語を話しつづけ

ることが，子ども達に安心を与え，よりよく

英語を話すことに気が付いた． 

 今後，私は plain English を扱える技術的

なスキルを身につけ，子ども達によりよく理

解させたいと思う． 

４，おわりに 

 私は，今回，英語専科教諭主導の授業形態

から担任主導の授業を行った． 

その中で，子ども達が生き生きとした活動

に取り組ませるためには，担任と英語専科の

教諭が密接な関係を持ち，連携して取り組む

ことが，非常に効果的であることを理解した． 

特に子どもの成長が顕著であったことは，

子どもが英語以外の授業科目においても，次

第に自分から発表しようとしたり伝えようと

しだしてきていることである．このことは，

少なからず英語の英会話を中心とする授業活

動の影響があると，私は確信する． 

今後，英語・理科・情報の研究を統合させ

ていくための方法を私達は考えていく必要が

ある． 
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第�章 学級の実態

��� はじめに

　今年度より，私は寝屋川市立明徳小学校に，�年 �組学級担任として赴任した．明徳小学校は，
文部科学省より，研究開発の指定を受けている．英語の授業は担任がすべてかかわりを持つこと
になっている．
　英語の授業をどのようにすればよいのか，模索していた �月より，現在までの英語教育を中心
とした取り組みの例を以下に述べる．

��� 学校と学級の様子

　寝屋川市立第十中学校区は，�		�年度より，文部科学省小中連携研究開発校の指定を受けている．
　小中連携研究開発指定校とは，理科と英語，そして情報の三つの教育を柱として，小学校およ
び中学校の児童・生徒・教職員の交流を通して，教科の内容や指導のあり方について研究し，学
校生活のすべての中で意欲的に取り組む児童や生徒を育成していこうという大きなプロジェクト
である．
　このプロジェクトの中の英語での目標は次のようなものである．

英語を学ぶ楽しさを体験させることで，異なる文化を持つ人とのコミュニケーショ
ンへの積極的な関心・意欲・態度を高めるとともに，文化の多様性を理解する態度を
養う．
また，学年に応じ系統立てて，児童が英語に触れることで，簡単な英語を使って，

相手の意向を理解し，自分の意思を表現することのできる実践的コミュニケーション
能力の基礎を培う．

　この趣旨は，小学校英語とは，中学校英語の内容を先行して行うことではない．小学校の児童
が外国語を学ぶことで，外国の生活や文化に慣れ親しむ体験的な学習を目指すものである．
　次に，寝屋川市立明徳小学校の英語の体制について述べる．
　寝屋川市立明徳小学校には，英語専科�の教諭，����，地域人材�の �名，および関西外国語大
学の学生が �名，合計 �名のサポート体制が組まれている．
　主として実際の授業において，三年生では私を含めて，英語専科，���，地域人材の �名で授
業を行っている．
　最後に，学級の様子について述べる．

�桝井政明
������ ��������
�福田亜矢
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　私が受け持っている �年 �組学級は，男子 ��名，女子 ��名，合計 ��名である．この学級は �

年生の時より現在まで単学級であり，クラス替えの経験がない．今年度で廃校が決定しており，不
安を持っている児童・保護者が非常に多い．
　この学級は女子が男子よりも多いので大人しく静かなクラスであるが，去年の一年間で自分の
意見をしっかりと言うことができるようになっていると，学校の中ではいわれている�．
　学級の様子としては，自分の考えをうまく伝えることができず，些細なことで喧嘩になったり，
自信がないからか手を挙げる子どもが決まっていた．
　そこで私は，この一年間で，自分を表現させる力をつけさせることを目標にした．
　具体的には，英語専科の教諭と相談しながら，担任主導での英語活動の取り組み，音楽の時間
を利用した ��
����の曲の練習，英語の授業時間以外でも英語を積極的に用いる．英語の学習時間
の間は日本語を全く使わない授業，などである．

��� 学級での英語活動の目標

　私は英語活動を小学校で行う必要性はあるのかという議論を新聞などで，よく耳にする．そこ
で，インターネット上で人力検索システムサイト  はてな!を利用して， 公立小学校で英会話を
中心にした英語学習を行うことに賛成，反対!を年代ごとに，合計 �		人アンケートを行ったとこ
ろ，以下のような結果を得た．

図 ���" インターネット上で不特定多数の �		名に対して，小学校での英会話を中心とした英語学
習についての意見 #人力検索システム  はてな!�

$"%%&&&���
�������'$%(

　アンケート結果を見てみると，ほとんどすべての年代において，英会話を中心とした小学校で
�但し，現在は女子が 	人転出しため，男子と女子の人数は 
�人ずつで同数である．
�明徳小学校では，毎週水曜日の朝の時間に学校放送がある．この時ワンポイント英会話レッスンの他に，毎月英語

の簡単な歌を歌う．

�



の英語学習活動に賛成の人数が，反対の人数を上回っている．すなわち，�		人という母集団は小
さいため信頼性にかけるが，民意としては概ね賛成であると我々は認識する必要がある．
　次に，英語の学習活動を小学校で行うことの目標として， 異なる文化を持つ人との文化の多様
性を理解する態度を養う!となっている．
　このような力は，どのようにして身につけさせればよいのだろうか．外国の文化を説明し，理
解させる．外国の人と話せるようになる．英語を中心とした外国語を話すことができる．外国語
について特に英語を中心として自分の思いを文章で表現できる．
　これらができると，力がつけさせることができるのだろうか．確かに，上にあげたことも英語
の学習にとって重要なことである．
　しかし，私はこれらに加えて， 英語のユビキタス化!�を身につけさせたい力にあげる．
　ユビキタスとはラテン語であり，日本語に訳すと  時空自在!，すなわち  どこにでもいたると
ころに偏在する!という意味である．
　例をあげる．我々は日常的に電子炊飯器やエアーコンディショナを用いている．電子炊飯器を
扱うときに  電子炊飯器を使うぞ!と意識する者は，ほとんどいないであろう．しかし，���	年代
から �	年代では現在のような感覚で扱うことはできなかったであろう．
　このように，どこにでもいたるところに存在し，我々に認知されている存在のことをユビキタ
スと呼び，そのような意識をすることなく我々に浸透することをユビキタス化と呼ぶ．
　本プロジェクトの目的は教科としての英語を確立することではあるが，英語を学習することの
目的の一つは，国際化である．もちろん，上記のことを行うことで，国際化の一助にはなる．し
かし，現在のように  国際化!と騒がれているうちは，未だ国際化していないといえる．
　すなわち，なんの抵抗もなく自然に英語に触れていること．どこにでも英語を扱う機会が存在
すること．これこそが国際化であり，ユビキタス化である．
　私は，この学級で全員参加型の英語のユビキタス化を目指し，行った具体的な取り組みの例を
紹介する．

��
��������・����������
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第�章 英語学習の取り組み

��� �学期の取り組み

����� 活動内容

　本校では，学校全体として英語に取り組むことになっており，全学年で総合的な学習の時間を
利用して英語専科の教諭，���，地域人材と協力して英語の授業に取り組むことになっている．
　英語を最初に取り組んだときは，英語の授業はどのようなものなのかが全くわからず，五里霧
中での授業であった．
　そこで，まず私は英語の授業のための環境作りに取り組んだ．
　具体的には，以下の通りである．

� 英語の時間以外にも，すこしでも子ども達が英語に触れる機会を多くするために，普段の授
業中にでも英語の話を含める．

� 黒板に月日，日直を書くが，月や日)曜日のところを図 ���のような数字と英語で表し�，英
語のカードをラミネート加工し，マグタックピースを付け，黒板に貼り付ける．�

� 英語の授業が円滑に進行するように，英語の授業中に支援を行う．

� 英語の授業の歌が楽しく歌えるように，英語の授業や ��
���以外の時間，特に音楽の時間
を利用して ��
���の音楽に触れさせる．

� ローマ字の指導�．

� アルファベットに親しむという目的で，図画工作の作品に，草書体で自分のサインを書くこ
との義務化．

� 十中校区の小中学校で用いている *�+��,� -��.
 の利用�

� 歌やチャンツ，手遊びなどで参加．

　実際の英語の時間では，教師が子ども達と一緒になって触れ合うことを目的として取り組むこ
とで，英語に対する抵抗感の軽減を図った．
　結果として，教師が子ども達と一緒に取り組むことで，私は自分だけではなく子どもとともに
英語を学んでいることを実感した．

�但し，日のところは ������������ � �のような日付表記ではなく数詞である．
�日直が毎日取り替えるので英語に触れることができる�
�	年生でローマ字を本格的に学ぶので，自分の名前をブロック体で書けるところまでにとどめる

�
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図 ���" /��
� 0�.�� 日直は毎日このカードを貼りかえる決まりである．

　教師が，子ども達に英語を教えるのではなく，教師と子どもがともになって授業を作り上げて
いくのだということを理解した．
　この経験は，英語だけではなく，すべての教科にあてはまると私は考える．

����� 反省

　今回の取り組みを通して，私は英語に対する授業の取り組み方を学んだ．
　しかし，今後は英語の授業がカリキュラム化され，授業科目として存在した際には，英語専科
の教諭はもちろん，地域人材の協力者は存在しなくなるであろう．
　その観点から物事を考えると，�学期に行った私の英語の授業とは，英語のアシスタント的な存
在であり，専科の教諭がいなければ �人で授業ができないものであった．
　さらに，私は頭の中では理解していても，心の中で，どうしても活動や会話を中心にする英語
活動の良さを理解できなかった．私事ではあるが，私は片言でも英語を人の前で話すことができ
るのは，高校生時代の文法教育，構造分析のお陰であると確信している．
　私は構造分析を行うことで，関係詞の厳密で構造的な美しさ，仮定法の曖昧さ，ネクサスの論
理的な解釈，無生物主語を副詞的に訳すというテクニックで美しい日本語に翻訳できる驚き，そ
して感動を学んできたのである．
　 �学期より，私は英会話中心の授業形態の良さを模索していきながらも，担任主導型の英語授
業に取り組む必要があると考えた．

�



��� �学期の取り組み

����� 活動内容

　 �学期の反省を踏まえて，私は英語専科の教諭と相談しながら，英語専科主導の授業形態から
担任主導型の授業形態へとシフトしていくための方策を考えた．
　まず，英語の授業はどのようなものかという不安は，�学期での取り組みを行ってきた上に，さ
らに校内の夏季研で講師の講義を学びながら，次第に理解してきたため，払拭された．
　さらに，私は間違うことを恐れることにより，なかなか参加することができなかったのである
が，そのような失敗はどんどんしてもかまわない，それよりもむしろ積極的に英語を，担任の教師
がどんどんと使っていくことの方が重要である．という英語部会での方向性を理解したため，考
えてから英語を話す癖を取りやめ，間違った英語を話すのではないかという危惧をせず，積極的
に話していくことにした．
　 �学期での英語の，具体的な取り組みを以下に示す．�����節で述べた �学期での活動内容の例
は，�学期でもすべて行っているので，省略する．

� 担任主導型の英語の授業．

� 朝の健康観察の完全英語化 #ユビキタス化達成(．

� ラミネート版での身近な単語の教室掲示．

� 音楽の時間での歌の一部�，及び全部�を英語詞で歌う．

� 英語の絵本の読み聞かせ

　朝の健康観察をすべて「1�& �.� ���� ○○」「�2� 3��� % �2� +���� % � ��4� � �����-��� �

��4� ,��. 
�.��
�」と毎日行った．結果，たまに日本語で行うと，子ども達は，「なんで英語でせぇ
へんの？」と疑問を投げかけた．
　子ども達は，現在のところ朝の健康観察に限っては，英語を当たり前に使っている．これは，英
語がユビキタス化されたといってもよい．今後は他の機会でも英語をユビキタス化する必要がある．
　また，担任主導型の英語の授業では，英語教諭の先生と非常に細かいレベルで，すなわち寸劇で
の順番，+.��
��+の回数というところまでよく相談を行い授業を実施した．指導案を付録に示す．
　結果，私 #担任(と英語教諭，そして���の授業の合間に，間が非常に少なくすみ，子ども達を
飽きさせることなく ��分間で非常に多くの内容を行うことができた．子ども達は，英語の授業そ
のものを楽しみ，また，英語を使うことに喜び，表現することを，誇りにすることができた．
　また，今回私は英語の時間中はすべて英語で話しつづけたが，子ども達は単語の意味はわから
なくても，自分達で考え，議論をしながら理解しようと努めることができた．子ども達が，間違っ
て解釈をしてしまった場合には，教師が「��-�..�-
」を指示を出したり，英語専科の教諭がそっと
助言するだけで，正しい解釈に至ることができた．
　これらの経験を通して，英語で指示を出した場合は，少なくとも，指示を出した先生は，後で
日本語で指示をしなおす必要がないことを理解した．後で，日本語で説明しなおすと，子どもが
考える前に，あとでどうせ日本語で指示をくれるのだという待ちの態勢になってしまうのである．

�パフ
�ドレミの歌

�



　さらに，このような英語の活動をするためには，たとえどれだけ忙しくても，英語専科の教諭
と綿密な話し合いが不可欠であり，また綿密な打ち合わせを行ってこそ，ティームティーチング
の成果が挙げられるということを実感した．

図 ���" 乾電池，豆電球，ランドセルのラミネートカード．裏側にはマグタックピースを付け，黒
板に貼り付けることができるようにしている．

����� 反省

　今回の取り組みを通して，最も大きな反省点の一つが，$���� *�+��,�で話せなかったことである．
　間違いを恐れず話すことに徹しすぎたため，本当に自分が頭の中で思いついた英語をそのまま
話していたのだ．
　例を挙げる．私は英語の授業の後で，「なるほど，よくわかった。みんなよく頑張ったから，今日
は宿題なしだよ。」ということを子ども達に英語で伝えたかったのであるが，私は黒板に，「� ,��)

5�� ���� ���.,��6 ����.,
��� 
� ��� 5��. �-
�4�
� ���� �� 7� ��+.�4�� �� �� ���.
� 8�


����2, ����&�.� �, 
� 7� ��,�$$��.����」としか書くことができなかった．
　本来ならば，「� +�
 ���� 5�� ��� �
9 8� � ���2
 
���� � ����&�.�9 5�� �.� 6.��9�」で通じるは
ずである．
　今後は，より $���� *�+��,�を心がけていかなければならないと痛感した．
　従って，読み・書き中心で学んできた硬い英語から，話す・聞くを中心とした $���� *�+��,�を
扱えるように，�学期には，個人的に���や英語教諭との英語での討議を行うことを提案し，実
行したいと強く考える．

�なるほど，あなた達の思いは私に表現できました．あなた達の活動は私の心に刻み込まれました．だから，今日の
宿題は消え去る運命なのです．���� ������� ����������構文と ���� � �文型と 
� ��構文を用いた．

�わかったよ。よくやったね。だから私は宿題のことは考えないよ。君たちは自由です．� ���  ���は，私はあなた
に至った．すなわち理解したという俗語．
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第�章 まとめ

　私は，英語の活動を通して，ユビキタス化の概念を視野に含めた，担任主導型の英語の活動を
目指して取り組んだ．
　英語の取り組みを通して，私は授業とは，私だけが作るものではなく，子ども達と共に作って
いくのだという，学生時代からよく言われてきたことを心から納得した．
　英語の活動は，子ども達の活動が前面に出てきており，子ども達が生き生きと活動に取り組ん
でいる．
　私は，このような生き生きとした活動に取り組ませるためには，担任の教師と，英語専科の教
諭が密接な関係を持ち，連携して取り組むことが，非常に効果があることを理解した．
　特に子どもの成長が顕著であったことは，子どもが英語以外の授業科目においても，次第に自分
から発表をしたり伝えようとしてきていることである．子どもが自信を持ち，しっかりと発表が
できるようになりつつあることは，少なからず英語の授業活動の影響があると，私は強く考える．
　さらに，今後私は英語専科の教諭と，より呼吸を合わせられるようにする必要がある．
　授業というものは，形どおりにはめこみたくても，なかなか思うようにはめこめないものであ
る．このようなイレギュラーバウンドに対応していくことが，私の今後の課題である．
今回の十中校区の研究開発の科目の中で，英語・情報は新しい試みである．
　この �つの新しい取り組みにおいて，子ども達にユビキタスの概念を浸透させていくことが必
要である．　また，ユビキタス化という観点では，英語においては，朝の健康観察での完全英語
化は達成することができた．今後はより多くの活動のユビキタス化を達成させていきたい．
情報において，コンピュータを使う授業では，普段と違う授業というような印象を子ども達に意
識してはならない．
　私は今後，英語・理科・情報の三つの研究開発の取りくみを統合させていくために，他の先生の
実践の取り組みや，指導方法を学びながら，学級の状況に応じて取り組みたいと，強く考える� 　
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付 録� 学習指導案

��� 内容

　担任主導型で英語の授業を行った際の，学習指導案を次ページより示す．学習活動の内容を以
下に示す�

　今回の子ども達に一番活動を期待するところは， 
��
 ������ �� ��� ����!である．子ども
が，より積極的に活動を行うことを期待して，いつも元気に歌っている ��
���の音楽を �つ用意
し，昂揚をねらった．
　このように歌や，活動的な内容が中心ではあるが，使っている単語は多い．このような活動を
�回から �回続けて行うことで，定着を図り，子ども達に負担の内容にしている．
　また，英語で必要な「読む・書く・聞く・話す」の中で，「聞く，話す」を重視するために，積
極的に子ども達に活動させ，発表を行わしている．子ども達同士が会話を行うことで，自然に聞
く・話すという活動を行う．その中で，正しい発音を，地域人材の先生や，���が行い，話す力
の確実な定着を図る．
　一方，「読む・書く」を全くしていないかというとそうではない．単語カードには，すべてアル
ファベットがふられている．教員が単語のアクセントや，母音ごとに分解して教えることがせず，
単語を指差しながら読むことで，子ども達は，無意識のうちに読んでいる．
　さらに，書くことに対しては，活動が中心であるため，毎時間ということは難しいが，プリン
ト教材を用いる際には，かならず自分の名前を書かせている．
　子ども達が目で読み，英語を聞き，そして友達と触れ合う活動を通して，子ども達の英語に対
する抵抗をなくし，コミュニケーション能力を身につけることを願っている．

�	



��� ���� �	
��� 
� ��� �
��� � �
�� ����学習指導案

英語科学習指導案 
指導者  村山 芳幸 

枡井 政明 
福田 亜矢 
Ｊ．Ｄａｖｉｄｓｏｎ 

１．日時  平成 16 年 10 月 29 日(金) 5 時限目 (13:40～14:25) 4 階 [English Room] 
２．学年・組  寝屋川市立明徳小学校 3年 1 組 
３．単元名  何が好き？[What animal do you like?  I like OO.] 
４．単元目標 

(1) 英語活動を通して自分を表現できる力を育てる。 
(2) 自分の好きな動物について表現することができる。 
(3) 動物の名前を英語で知り覚える。 

５．単元について 
 

６．児童の実態 
 全体的にはとても活発で、色々なことに興味をもち、意欲的に取り組める子ども達である。特に興味を持っ

たことには、どこまでも追求しようとする良さがある。その反面、自分の興味ではないところでは、意欲的に

参加することがなかなかできない。 
 英語活動では、恥ずかしそうにもじもじしたり、進んで手を挙げたりすることが難しそうであったが、ゲー

ムやチャンツ、e-time の歌を歌ったりコミュニケーション活動をみんなで楽しく繰り返していく中で、クラ
スのみんなが積極的に参加できるようになってきた。クラスでは、作曲などの音楽活動、電子計算機を利用し

た情報教育・英語活動の３つを中心として、総合的な学習の時間やクラスの運営の核として位置付けている。 
 みんなの前で表現することがなかなか難しい子が、英語活動を通して少しずつでも着実に前進できるように

なること、また、中学生での英語への抵抗感を少しでもなくすことを願っている。 
  
７．本時の目標 

・自分の好きな動物について表現する。 
・チャンツのリズムで楽しく単語を知り覚える。 
・英語の歌やゲームの面白さに親しむ。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

��



 
８．本時の展開 
時間配分 活       動 指 導 上 の 留 意 点 
３分 

 
１．[Hello Song]を歌う。 ・大きな声ではっきりと、振りもつけて歌えるようにさせ

る。 

３分 

 
２．e-time の歌[Sanpo ]を歌う。 
 

・元気よく、覚えながら歌うように声をかける。 
 

３分 

 
３．e-time の歌[Playmate ]を歌う。 
 

・手遊びを交えながら、元気よく歌えるように声をかける。 

５分 
 
 
 
 

４．あいさつをする。 
How are you?  

What day is it today? 

How ’s the weather? 

・おもちゃの爆弾を使って One, Two, Three と爆弾を

渡していき[Twenty の次は One に戻る]、爆弾が作動
したら質問する。またみんなに質問をさせる。 
・答え方（I’m O.と It’s O.の違い）に注意させる。 

１０分 
 

５．自分の好きな動物を発表する。 
What animal do you like? 

I like dogs. 

I like fish. 

I like O. 

・教師の寸劇をしっかり見て、どのように答えるのかを考

えさせる。 
・単複同型の動物[fish deer sheepなど]について子ども
達に区別させる必要はないが、教師は区別して発話す

る。 

８分 
 

６．インタビューゲームをする。 
 

・“Who am I? ”ゲームで、教師がどのポケモンキャラク

ターとなっているか当てさせる。 
・誰がどの動物を好きなのか、教師の英語を聞き取らせる。 
・プリントを配布して、寸劇を見せる。 
 

１０分 
 

７．動物チャンツゲームをする。 
 

・教師の発話する英語をしっかりと聞き取らせ、カードを

並べ替えさせる。 
・明瞭な英語で発話する。 

３分 
 

８．[Good Bye Song ]を歌う。 
 
 

・大きな声ではっきりと、ふりつけもつけて歌えるように

させる。 
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付 録� アンケート結果

英語の活動のアンケート結果
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図 :��" 授業のアンケート結果

� いろんな遊びやゲームができてたのしかった．３学期もいっぱいやりたい．

� 英語は楽しかったけど，歌がむずかしかった．

� 英語えしらなかったことが勉強になって楽しかったです．

� 遊びながら英語を覚えているから楽しい気がする．

� いろいろな英語をつかって話したりするのが楽しかった．

� 英語も覚えていると役に立つ．

� 歌を歌ったりしてツリーをつくったりゲームをしたりして楽しかった．

� ジェイソンさんや桝井先生がいっぱい面白いことをしてくれて楽しかった．

� クラスのみんなとゲームをしたりして楽しかった．

� 楽しかった．

� 英語の先生の桝井先生が面白いしいっしょに授業したら楽しいです．

� 英語で爆弾のやつがたのしかった．

��



� 英語を言うのが楽しかった．

� いろんなゲームをしたり色をぬったり折り紙を折ったりして楽しかったです．

� 英語の授業はゲームみたいで楽しかった．

� 爆弾ゲームで１，２，３，４と言っていって，あたるかあたらないかがどきどきした．

� 英語でお店をやって面白かった．フルーツとかいろいろ英語で言うのが楽しかった．

� 英語の授業は楽しかった．どんどん英語がわかるようになってきたから英語は楽しい．

� 英語のことがわかってきた．ちょっろ英語がわかってきて面白い．

� 英語の中で一番楽しかったのは，ばくだんです。ほかのも楽しかったです．

� １楽器はちょっと英語がわからなかったけど、２学期はとってもわかってきておもしろかっ
たしたのしかったな！

� いろいろミニゲームや１学期より２学期のほうがおぼえれたしおもしろかった．

� ばくだんを回すやつがドキドキして後は英語で動物を覚えるのも楽しかった．

� 英語は面白かった．爆弾ゲームが一番面白かった．

� 遊びながら授業をうけれて楽しい．爆弾のゲームでワンツースリーとかぞえていきました．
そして数えているうちに爆弾がボンというのです．それが楽しかった．

� いろいろ英語の時間は楽しい．それからいろいろ英語でことばを言ったりして覚えれた．

� 英語は歌を歌ったりゲームをしたり楽しいことをたくさんした．一番楽しかったのは爆弾を
まわして遊ぶゲームです．
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